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午前１０時０１分 開 会

○議長（三浦利通君） これより、平成２７年９月定例会を開会します。

畠山富勝君から、病気療養中のため、今会期中、欠席予定の旨、届け出がありま

す。

諸般の報告は朗読を省略いたします。

○議長（三浦利通君） ただちに本日の会議を開きます。本日の議事は、議事日程第１

号をもって進めます。

日程第１ 会期の決定

○議長（三浦利通君） 日程第１、会期の決定を議題といたします。

お諮りいたします。本定例会の会期は、本日から９月１７日までの１７日間といた

したいと思います。これにご異議ございませんか。

（「異議なし」と言う者あり）

○議長（三浦利通君） ご異議なしと認めます。よって、会期は１７日間と決定いたし

ました。

日程第２ 会議録署名議員の指名

○議長（三浦利通君） 日程第２、会議録署名議員の指名を行います。

３番米谷勝君、４番木元利明君を指名いたします。

日程第３ 議案第６１号及び第６２号を一括上程

○議長（三浦利通君） 日程第３、議案第６１号及び第６２号を一括して議題といたし

ます。

決算特別委員会に付託されておりました議案第６１号平成２６年度男鹿みなと市民

病院事業会計決算の認定について及び議案第６２号平成２６年度男鹿市上水道・ガ

ス・下水道・農業集落排水及び漁業集落排水事業会計決算の認定について、審査の経

過並びに結果について、決算特別委員長の報告を求めます。１１番船木金光君

【１１番 船木金光君 登壇】
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○１１番（船木金光君） 決算特別委員会に付託されました議案第６１号平成２６年度

男鹿みなと市民病院事業会計決算の認定について及び議案第６２号平成２６年度男鹿

市上水道・ガス・下水道・農業集落排水及び漁業集落排水事業会計決算の認定につい

て、審査の経過と結果についてご報告申し上げます。

本委員会は、８月５日開会し、正副委員長互選の後、各決算に係る補足説明と決算

審査における総括意見を受け、質疑を行ったのであります。

審査は、同日行われ、この際、その決算の内容については省略させていただき、決

算審査における総括意見及び質疑されました主な点についてのみ、ご報告申し上げま

す。

最初に、議案第６１号平成２６年度男鹿みなと市民病院事業会計決算の認定につい

て申し上げます。

まず、決算審査における総括意見として、平成２０年度からの経営健全化計画開始

後、初めて単年度黒字となったほか、地方公営企業会計制度の見直しの影響もあり、

累積欠損金は大きく減少している。

また、資金不足比率は、入院単価及び外来単価の増に加え、当局から、不良債務解

消のための補助金や公立病院特例債元金返済分の繰り入れ、さらには一時借入金の減

少等により、１．０パーセントと改善され、経営健全化計画の資金不足比率２．４

パーセントを下回り、計画は達成されたものである。

平成２６年度における常勤医師は、平成２６年６月から１３名体制となり、総じて

医療ニーズに対応できる体制が整いつつある。

しかしながら、経営健全化計画の最終年度である平成２７年度は、経営内容の良否

によっては、計画値をクリアできないことも考えられることから、なお一層の改善に

努められるよう要望されております。

次に、質疑があった主な点を申し上げます。

第１点として、市長の病院経営へのかかわり方について。

第２点として、男鹿みなと市民病院存続の考え方について。

第３点として、病床利用率アップに向けた取り組みについて。

第４点として、医師確保への具体的対応について。

第５点として、利便性の高い患者送迎システムのあり方について。
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第６点として、総務省の繰り出し基準を超過している理由について。

第７点として、営業外収益に係る長期前受金戻し入れの内容について。

第８点として、地方公営企業会計制度の見直しに伴う影響額１５億７千９９７万３

１８円の内容について。

第９点として、透析中におけるサービス提供等、環境整備への取り組みの考え方に

ついて。

第１０点として、高齢化社会の中で増加する患者確保に向けた病院経営の考え方に

ついてなどの質問に対し、当局からそれぞれ答弁があったのであります。

また、意見として、地方公営企業法の大幅な改正に当たっては、事前説明が必要で

あったとの指摘があったものである。

以上の審査経過により、本委員会に付託されました議案第６１号平成２６年度男鹿

みなと市民病院事業会計決算の認定については、原案のとおり認定すべきものと決し

た次第であります。

次に、議案第６２号平成２６年度男鹿市上水道・ガス・下水道・農業集落排水及び

漁業集落排水事業会計決算の認定について申し上げます。

まず、決算審査における総括意見についてでありますが、上水道事業会計について

は、年々経常利益が減少しており、平成２６年度は赤字決算となったものである。

また、平成２７年度は、根木浄水場増補改良事業の完成に伴う減価償却費の増加に

より、事業運営に当たっては引き続き健全な経営と良質な水の安定供給を図りなが

ら、経費節減を行うなど、効率的な運営に努めるよう要望されております。

次に、ガス事業会計については、供給戸数や販売量減少の影響により、平成２６年

度は赤字決算となったものである。

また、平成２７年度は、ガス料金の値上げにより、黒字決算が見込まれているが、

一層の業務の簡素化などを促進し、効率的な事業運営に努めるよう要望されておりま

す。

次に、下水道事業会計、農業集落排水事業会計及び漁業集落排水事業会計について

は、各事業会計とも企業局に移管されて初めての決算となったもので、構築物や機械

及び装置などの固定資産が多額になり、減価償却費だけで営業収益を上回るのが特徴

的となっている。
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今後の事業運営に当たっては、一層の業務の簡素化、組織の見直しなどを促進し、

経費節減を行うなど、効率的な運営に努めるよう要望されております。

なお、決算内容及び総括意見等に係る質疑は、なかったものであります。

以上の審査経過により、本委員会に付託されました議案第６２号平成２６年度男鹿

市上水道・ガス・下水道・農業集落排水及び漁業集落排水事業会計決算の認定につい

ては、原案のとおり認定すべきものと決した次第であります。

以上でご報告を終わります。

○議長（三浦利通君） これより委員長に対する質疑を許します。質疑ございません

か。

（「なし」と言う者あり）

○議長（三浦利通君） 質疑なしと認めます。よって、質疑を終結いたします。

これより討論に入ります。討論は通告がありませんので終結いたします。

これより議案第６１号及び第６２号を一括して採決いたします。本２件に対する委

員長の報告は認定であります。本２件は、委員長の報告のとおり認定することにご異

議ございませんか。

（「異議なし」と言う者あり）

○議長（三浦利通君） ご異議なしと認めます。よって、議案第６１号及び第６２号

は、原案のとおり認定されました。

日程第４ 議案第６５号から第７２号まで及び報告第１０号を一括上程

○議長（三浦利通君） 日程第４、議案第６５号から第７２号まで及び報告第１０号を

一括して議題といたします。

職員に議案を朗読させます。

【職員朗読】

議案第６５号 平成２６年度男鹿市一般会計及び各特別会計歳入歳出決算の認定に

ついて

議案第６６号 男鹿市手数料条例の一部を改正する条例について

議案第６７号 男鹿市斎場条例の一部を改正する条例について
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議案第６８号 男鹿市個人情報保護条例の一部を改正する条例について

議案第６９号 男鹿市と秋田県との間の行政不服審査会の事務委託について

議案第７０号 平成２７年度男鹿市一般会計補正予算（第３号）について

議案第７１号 平成２７年度男鹿市国民健康保険特別会計補正予算（第３号）につ

いて

議案第７２号 平成２７年度男鹿市介護保険特別会計補正予算（第２号）について

報告第１０号 平成２６年度男鹿市一般会計継続費精算報告書について

○議長（三浦利通君） 提案理由の説明を求めます。渡部市長

【市長 渡部幸男君 登壇】

○市長（渡部幸男君） おはようございます。

本日、平成２７年９月定例会を招集し、諸議案のご審議をお願いするものでありま

すが、提出議案の説明に先立ちまして、市政に係る諸般の報告を申し上げます。

まず、元税務課職員による公金着服事件についてであります。

先月２６日、元職員を男鹿警察署に刑事告訴いたしました。

現在、税務課職員公金着服事件調査委員会において、全容解明に向けた調査を行っ

ておりますが、被害額につきましては、領収証等により確認できる事案については、

検証作業がほぼ終了し、現在、領収証等による確認ができない事案について、慎重に

検証を進めているところであります。

今後、地方自治法に基づき、元職員の賠償責任の有無及び賠償額について、監査委

員の監査を求め、その結果に基づき、損害賠償請求を行ってまいります。

次に、男鹿市総合戦略の策定についてであります。

総合戦略の策定に当たり、幅広く専門的見地から意見を聴取するため、先月２６

日、男鹿市まち・ひと・しごと創生有識者会議を開催しました。

産業界・行政機関・教育機関・金融機関・労働団体・メディア等から１２人の委員

を委嘱し、当日は７人の委員と男鹿市の人口ビジョンについて意見交換をいたしまし

た。

次に、秋田大学男鹿なまはげ分校との共催事業による小・中学生の活動についてで

あります。
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７月３０日、医師、看護師など医療機関の仕事に関心のある小学生２２人と中学生

１１人が秋田大学医学部を訪問し、採血や心臓マッサージなどのシミュレーション体

験や医学部生５人と懇談をいたしました。

８月９日、脇本第一小学校を会場に、秋田大学理工学部の准教授などによる「わく

わくドキドキ理科実験教室」を開催いたしました。

小学生１０６人が、准教授や講師、大学生の指導のもと、さまざまな実験を通し、

理科の楽しさを実感する機会となりました。

次に、男鹿日本海花火についてであります。

８月１４日、第１３回男鹿日本海花火が開催されました。

今年は、出会いサポートセンターの事業として、花火にあわせた婚活イベントも実

施いたしました。

ご協力を賜りましたすべての皆様に、厚くお礼を申し上げます。

次にインバウンド誘致についてであります。

８月１７日から２２日にかけて、タイ王国、台湾において、他市町の首長、商工団

体、金融機関の代表者等とともに、秋田県知事を団長とする「平成２７年度秋田県海

外トップセールス」に参加いたしました。

タイにおきましては、タイ観光庁や現地旅行エージェントを訪問し、男鹿市のＰ

Ｒ、インバウンド誘致のための意見交換及び旅行商品造成依頼などを行ったほか、タ

イの秋田県人会の方々と情報交換を行いました。

また、台湾におきましては、エバー航空などの航空会社３社を訪問し、秋田への

チャーター便のさらなる運航を働きかけました。

さらに、旅行エージェント、航空会社など３９団体６１人が参加した、秋田・台湾

観光交流晩餐会において、男鹿市の観光のプレゼンテーションを行い、男鹿市のＰＲ

や送客依頼などを行っております。

次に、観光の状況についてであります。

本年６月・７月における観光客日帰り入り込み数は、６月が１５万３７６人、７月

が１７万７千６７８人で、昨年同期と比較して、６月が６．２パーセントの減、７月

が５．６パーセントの減となっております。宿泊客数は、６月が１万４千７０２人、

７月が１万５千１８５人で、昨年同期と比較して、６月が１２．２パーセントの減、
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７月が０．２パーセントの減となっております。

次に、農業の状況についてであります。

水稲は、東北農政局秋田地域センターが発表した８月１５日現在の県中央の作柄概

況は「やや良」となっております。

メロンの出荷は８月１２日で終了し、販売単価は昨年よりやや高く推移したもの

の、露地栽培で少雨の影響により小玉傾向にあったことから、全体の販売数量は計画

をやや下回っております。

菊の８月までの販売数量は計画どおりとなっており、販売単価は７月が安値傾向で

あったものの、８月のお盆需要は高値で推移しました。

また、ことしから営農を開始した園芸メガ団地では、小菊の出荷時期がやや前進し

たものの、病害虫の発生もなく、販売数量は計画どおりで、販売単価は計画を上回っ

ております。

葉たばこは、一部の圃場で少雨による影響が見られたものの、病害虫の発生が少な

く、好天により、収穫作業は順調に進みました。

転作大豆の生育は、順調に推移しております。

次に、漁業の状況についてであります。

秋田県漁業協同組合によりますと、本年１月から７月までの漁獲量は２千６６１

トン、漁獲金額は７億８千６４４万円で、昨年同期と比較し、漁獲量で６３０トン、

３１パーセントの増、漁獲金額では８千７３７万円、１２パーセントの増となってお

ります。

次に、主な事業の進捗状況についてであります。

農業関係につきましては、町田地区農業用河川工作物応急対策附帯工事は、１１月

３０日の完成予定となっております。

市道関係につきましては、船越脇本線道路舗装修繕工事、船越前野杉山線道路改良

工事は、１１月３０日の完成予定、申川鵜木線道路改良工事、山田橋橋梁補修工事

は、今月中旬の発注予定となっております。

滝川河川改修事業につきましては、平成２７年度新規継続分の工事は、１０月中旬

の発注予定となっております。

船川第一小学校校舎棟大規模改修関係の工事につきましては、平成２８年２月２９
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日の完成予定となっております。

以上で諸般の報告を終わり、次に、提案理由のご説明を申し上げます。

まず、議案第６５号平成２６年度男鹿市一般会計及び各特別会計歳入歳出決算の認

定についてであります。

本議案は、平成２６年度男鹿市一般会計及び各特別会計歳入歳出決算の認定を求め

るものであります。

はじめに、平成２６年度一般会計の決算額は、歳入１７１億６千１７１万２千４９

円、歳出１６６億４千８２１万３千８５５円、歳入歳出差引残額５億１千３４９万８

千１９４円となっております。

このうち、継続費及び繰越明許費の財源として１億９千４０９万７千９２０円を繰

り越しいたしましたので、実質収支額は３億１千９４０万２７４円となっておりま

す。

この剰余金のうち、１億６千１４０万２７４円を財政調整基金に積み立てし、残額

の１億５千８００万円を平成２７年度一般会計に繰り越ししております。

次に、地方公共団体の財政の健全化に関する法律に基づき算定される現段階での健

全化判断比率及び資金不足比率についてであります。

まず、平成２６年度決算における一般会計等の実質赤字比率及び公営企業会計並び

に特別会計を連結した連結実質赤字比率につきましては、ともに赤字額が発生してい

ないことから、同比率は生じない状況となっております。

実質公債費比率につきましては、前年度と比較し、０．８ポイント減の１２．９

パーセントとなっております。

また、将来負担比率は、前年度と比較し、４．３ポイント増の１３２．４パーセン

トとなっており、いずれも早期健全化計画の策定基準である早期健全化基準を下回っ

ております。

次に、各特別会計の決算額について申し上げます。

国民健康保険特別会計では、歳入４５億５千７５３万３千２１０円、歳出４６億６

千１８万９千３０１円、歳入歳出差引不足額１億２６５万６千９１円となっておりま

す。

診療所特別会計では、歳入２千７３１万５千３５２円、歳出２千５３８万７千６９
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３円、歳入歳出差引残額１９２万７千６５９円となっております。

介護保険特別会計の保険事業勘定では、歳入４６億８千８８０万１千４１４円、歳

出４５億６千７６１万３千４５１円、歳入歳出差引残額１億２千１１８万７千９６３

円となっております。

この剰余金のうち、６千１００万円を介護保険財政調整基金に積み立てし、残額の

６千１８万７千９６３円を、平成２７年度介護保険特別会計の保険事業勘定へ繰り越

ししております。

介護保険特別会計の介護サービス事業勘定では、歳入歳出同額の１千６１８万７千

６７円となっております。

後期高齢者医療特別会計では、歳入３億４千８５３万５千３１６円、歳出３億４千

７１０万６千４３７円、歳入歳出差引残額１４２万８千８７９円となっております。

以上、一般会計及び各特別会計の決算について申し上げましたが、各般にわたる施

策事業を推進することができましたことは、議会をはじめ市民各位のご理解とご協力

の賜物であり、深く感謝を申し上げます。

次に、議案第６６号男鹿市手数料条例の一部を改正する条例についてであります。

本議案は、行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等に関する法

律の施行に伴い、個人番号の通知カード及び個人番号カードの再交付に要する手数料

の額を定めるため、本条例の一部を改正するものであります。

次に、議案第６７号男鹿市斎場条例の一部を改正する条例についてであります。

本議案は、男鹿市斎場について、平成２８年度以降、指定管理者制度による施設の

管理を実施するため、本条例の一部を改正するものあります。

次に、議案第６８号男鹿市個人情報保護条例の一部を改正する条例についてであり

ます。

本議案は、行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等に関する法

律の施行に伴い、特定個人情報の適正な取り扱いを確保するため、本条例の一部を改

正するものであります。

次に、議案第６９号男鹿市と秋田県との間の行政不服審査会の事務委託についてで

あります。

本議案は、行政不服審査法の全部改正に伴い、行政不服審査法第８１条第１項の機
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関に関する事務について、秋田県に委託するものであります。

次に、議案第７０号平成２７年度男鹿市一般会計補正予算（第３号）についてであ

ります。

本補正予算は、道路補修工事費、五社堂駐車場整備工事費のほか、グリーンプ

ラン・パートナーシップ事業費、個人番号カード交付事業費などを措置したもので、

歳入歳出それぞれ１億１千１７２万円を追加し、補正後の予算総額を１７０億３千万

円とするものであります。

次に、議案第７１号平成２７年度男鹿市国民健康保険特別会計補正予算（第３号）

についてであります。

本補正予算は、前年度療養給付費交付金の確定に伴う返還金を措置したもので、予

備費より歳出額を調整するものであります。

次に、議案第７２号平成２７年度男鹿市介護保険特別会計補正予算（第２号）につ

いてであります。

本補正予算は、平成２６年度介護保険特別会計決算の精算による調整を図ったもの

で、保険事業勘定において、歳入歳出それぞれ６千１６３万１千円を追加し、補正後

の予算総額を４７億５千５５８万６千円とするものであります。

次に、報告第１０号平成２６年度男鹿市一般会計継続費精算報告書についてであり

ます。

本報告は、男鹿山温泉掘削事業及び滝川河川改修事業に係る継続費の精算について

報告するものであります。

以上、提出議案の概要についてご説明を申し上げましたが、よろしくご審議の上、

ご可決、ご認定賜りますようお願い申し上げます。

○議長（三浦利通君） 以上で、本日の議事は終了いたしました。

休会の件

○議長（三浦利通君） お諮りいたします。明日２日は議事の都合により休会いたした

いと思います。これにご異議ございませんか。

（「異議なし」と言う者あり）
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○議長（三浦利通君） ご異議なしと認めます。よって明日２日は議事の都合により休

会とし、９月３日午前１０時より本会議を再開し、市政に対する一般質問を行うこと

にいたします。

本日は、これにて散会いたします。御苦労さまでした。

午前１０時３８分 散 会
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